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	かつての辺境の地
　「伊座利集落」
　　　漁村　明神山

	海部郡美波町伊座利
阿南市椿町



伊座利集落は徳島県南部、太平洋に面した美波町の東の隅っこの人口約百人の小さな漁村である。昭和三十四（一九五九）年に旧由岐町中心地から阿部地区を経由し、伊座利地区、北の阿南市椿町をつなぐ県道が開通するまでは、近隣とをつなぐ交通機関はなく、漁船で行き来するしか手段がなかった辺境の地、文字通りの辺境の漁村であった。背後には山が迫り平地がほとんどないため、漁業を唯一の生業としてきた。
　港が小さく、大きな漁船はない。主産業の漁業では、かつては一本釣り漁が主流だったが、現在では、良質な磯資源を活用した、イセエビ、アワビ、サザエなど、潜水による水産物の漁獲量が多い。
　過疎の漁村で、高齢化が顕著だが、伊座利地区では令和十一（一九九九）年から、過疎対策として移住者の受け入れを積極的に進め、今では人口の約六割を移住者が占めるほどになっている。一方、唯一の学校である伊座利校（小学校と中学校分校）では漁村留学に取り組み、地域の生き残りを図っている。毎年、都会の各地から多くの親子がやってきており、地区住民は温かく迎え入れている。
　スーパーもコンビニもないが、日用品などは、漁協の販売部で購入できる。港の近くに海女さんや漁師のおばちゃんらで「イザリＣａｆｅ」をオープン。その日に獲れた海の幸がメインの料理で、県内外からの来訪者に好評とのことである。
　伊座利地区の後ろに位置するのが、阿南市椿町とつなぐ伊座利峠である。フジバカマを育て、渡り蝶として名高いアサギマダラの中継地になっている。五月は北の地方へ移動の時期、秋の中旬ごろが南の国へ戻る時期で、飛来のシーズンになっている。
峠から西側は別荘地になっているが、近年は閑散としている。一キロほど車を走らせて行くと、アンテナが林立する明神山（四四四メートル）に至る。頂上近くに峯神社があり、眼下には伊座利地区と広い太平洋。はるかに太平洋の丸みを体感できる。東の方角は四国最東端の蒲生田岬につながり、離島の伊島、はるか向こうには和歌山県の山並みを望む。北方面には徳島市、鳴門海峡、淡路島も望まれる。
四国で最も早く初日の出を拝すことができるスポットである。峯神社では、元旦に早朝六時三十分から新年を迎える神事が行われ、みんなで初日を拝し新年を愛でるため、初日の出を見る参拝者も駆けつける。
　　　　　　徳島市内から伊座利までは車で九〇分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：横井知昭

「イザリ Ｃａｆｅ」１１：００～
　　　　　定休日：月・火・水（要予約）
　　　　　〇八八四❘七八―一一八六
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